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基監 ， 発第 0217001 号 

平成 16 年 2  月 17 日 

都道府県労働局労働基準部長 殿 

厚生労働省労働基準局監督課長 

痴呆対応型共同生活介護事業場における 夜間勤務 

の適正化に係る 監督指導の実施にっ。 て 

痴呆対応型共同生活介護事業場 ( 以下「バループホーム」という。 ) における夜間勤務 

の適正化について は 、 平成比年 6 月 30 日付け墓祭 第 0630008 号「痴呆対応型共同生活介護 

事業場における 夜間勤務の適正化についてⅠ及び 平成 15 年 6 月 30 『付け 基監 登第 0630002 

号。 基質特発 第 0630001 号「痴呆 対 f 型 共同生活介護事業場における 夜間勤務の適正化の 

推進に当たって 留意すべき事項について i a 以下「バループホーム 留意通達」という。 ) 

に基づき推進しているところであ るが、 グループホーム 留意通達で指示した 平成 16 年度に 

おけら監督指導については、 下記のとおり 実施することとしたので 遺憾なきを期されたい。 

- モ三 

1  対象事業場・について 
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3  措置等について 

(1) 監督指導の結果、 法違反が認められる 場合にば、 所要の措置を 講じること。 

(2) 
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報告書」により 1 週間程度の夜間勤務の 労働実態を把握し、 提出する よう 求めること。 

4  改善のための 指導について 

(1) 監督指導を実施し、 断続的な宿直として 取り扱っている 夜間勤務に係る 問題が認め 

  ""' 里 ' ト " ムヒ・ " ユ "  。 "- 

られた場合にぼ、 その労働実態に 応じて、 以下の ア から ウ に 示 ずところにより 改善指 

  

導 を行 う とともに、 当該指導を行った 日からおおむね ュか 月以内に改善のための 計画 

を策定させ、 その報告を求めること。 

なお、 当該指導に係る 改善の期限については、 おおむね 3 ； 、 月を目途ととすること。 

ア 夜間勤務において 入居者に対する 介助作業等が 頻繁に行われるなどその 労働実態 

に 照らして、 断続的な宿直として 取り扱うことが 適切でないと 考えられるもの サこ 対 

しては、 交替制を導入するなど 勤務体制を見直す 必要があ ることについて 改善指導 

な 行 う こと。 

イ 現行の夜間勤務の 体制でほ、 許可基準や許可書の 附款の範囲を 超える労働実態に 

あ るが、 必要な勤務体制の 改善により、 今後、 断続的な宿直として 取り扱うことが 

可能であ ると考えられるものに 対しては、 パンフレット「痴呆性高齢者バループホ 

一ムにおける 夜間勤務等の 適正な管理のために」 Q 以下「パンフレット」という。 ) 

を 活用して、 交替制の導入や 断続的な宿直の 適正化について 改善指導を行 う こと。 

なお、 事業場が断続的な 宿直の適正化を 図る方向で改善を 考える場合、 その円滑な 

改善を促進する 観点から、 以下の例を参考とするなどその 実態に応じて、 丁寧な指 

導 を行 う こと。 

① 介助作業等が 頻繁に行われる 時間帯が、 終業時刻に近接した 夜間の早 い 時間帯 

等に偏っている 場合には、 その時間帯の 勤務については、 断続的な宿直の 対象か 

ら除外し、 変形労働時間制の 活用や始業，終業時刻の 変更等により 所定労働時間 

の中に組み込むか、 これが難しい 場合には法定の 時間外労働として 取扱い時間外 

労働協定の締結。 届出、 割増賃金の支払等を 適正に行 う こと 

② 宿直回数が許可基準や 許可書の附款の 範囲を超えている 場合にば、 断続的な宿 

直に従事する 者の範囲を見直すなど 断続的な宿直に 従事する者を 増やすことによ 

 
 

 
 

 
 



り 、 断続的な宿直に 従事する回数を 減らずこと 

ヴ 宿直許可を受けていない 事業場であ って、 夜間勤務の労働実態からみて 宿直許可 

を行 い 得るものを認、 められるときは、 パンフレットを 活用してその 言説明すること。 

(2) 奉 対策に係る宿直許可の 取 消は ついては、 今後さらに検討の 上改めて指示すること 

としていること。 

5  その他 

  

  

 
 

  

 
 

  

  

 
 

  

  

  

  

 
 



夜 聞 (     一 )   実態 報   告 重 
(5 Ⅱ老子宝 ) 

称 葉湯 名 
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17:00@ 18:00@ 19:00@ 20:00 

（ 定時的巡視   
緊急の文書・ 電話の収受 

  月人屠者への 介助作業 
日・上記以外、 の業務 
  

睡 眠 

（ 定 時 的 巡 視       

月 入居考への介助作業 

  ） 

入居者への介助作業 
日 土記以覚の業務   

睡 眠 
    

目 上記以外の業務 
コ   

且三 @ Ⅰ 巧 

  

  一 
（ 定時的巡視   

緊急の文書・ 電話の収受 

用入居者への 介助作業 
目 上記以外の未 。 "  @  務 " 
  

軽 眠 

  

l   l 円 

備     

宿 直 勤務に 就く労働者の 代表者は、 

21:00@ 22:00@ 23:00@ 24:00@ 1:00@ 2:00@ 3:00@ 4:00@ 5:00@ 6:00@ 7:00@ 8:00@ 9:00 

  

勤務の実態と 相違ないことを 確認の上、 署名してください。 

  労働者の代表者の 職氏名 

    



 
 

「夜間 ( 宿直 ) 勤務実態報告書」記入要領 

断続的な宿直勤務の 許可の申請に 当たってば、 この夜間 ( 宿直 ) 勤務実態報告書に 労働者の夜間勤 
務の実態を記入し、 提出してください。 

Ⅰ 「夜間 ( 宿直 ) 勤務の開始時刻」及び「夜間 ( 宿直 ) 勤務の終了時刻」については、 断続的な 宿 
直 勤務の許可を 受げよ う とする時刻を 記入すること。 

2  i 回の宿直勤務に 複数の者を従事させる 場合であ って勤務形態が 異なるとき ぼ 、 それぞれの勤務 

形態ごとに作成ずること。 
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4  「上記以覚 の 業務 」
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記 以外の業務に 要 

  時間 及   び 睡眠をとらな 

した時間 

  かったも 

6 . 手 待ち時間、 休憩等にっ い   ては 記入   は 要しないものであ ること。 
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を 記入すること。 

のの睡眠 

勤務に就」 

をとること 

 
 た 労働者 
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  のうち互選 

記入例 
17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 24:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 

@  定 時 的 巡 視     
一 - (5 ク 轄 (57 打 

5 緊急の文書・ 電話の収受   
用 ] 入居昔への介助作業 -  10 分 ) -  億 0 分 ) 

目 上記以外の業務   
睡 眠     

定 時 的 巡 視     -' ㈲   -4 』   

  "-"   緊急の文書・ 電話の収受     

  
I@ I                 一       n]o 分 )                                     
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